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1. は し が き
木材の吸湿性,熱的性質,電気的性質,粘弾性などを,おもに氷点より低い温度領域におい
























木 材 研 究 資 料 第 5号 (1971)
ついても,理論的な検討がなされてきているe しかし,OoC附近,あるいは,それ以Tの温度
については,実験的な報告は非常に少ないo
この温度域における等温線は cottonや rayonについて DARLINGら3,,WIIITEWriLLら4,の,
Kraft paper については SKOGMAN ら5'の･ また, 木材に ついては HEDuN6) の報告があ
る1,WfH1｢EWELL らほ -43c 近 くまでの脱着等温線が 第fl型 となることを示 し,DARLJNG ら
紘-湿度50%以上の範囲で求めた平衡吸湿量が 160oFのあたりから温度の低下とともに,次第
に吸着量が増大し,40oFと OoFとでは,ほぼ等しい値 となるが,-20oFになると吸湿量が,
ふたたび小さくなることを示しており, SKOGMAN らほ +20｡Cから -20oCにわたって平衡
吸湿量を測定した結果,OoC と 5oC との問に最大値があらわれることを見出している｡これ
徳.水の比容積が最小値を示す温度に近いOなお,湿度30%以下ではこの温度で最大値はみら
れないoDouglasFlrなど12種の柳 こついて,HEDLIN が 30,100および 70oFの等温線を求め
た結果はやはり,第11型の吸着を示している (図1)∩
このような温度域において収着されている水分の状態については種々の有機,無機多孔性材
料について研究さjtている〔繊維素材料については,たとえば, cotton linterについて S1-‡ト
pLFJY らは -78(JCにおいても, なお,6%位の水は液状で存在するといい7㌧ 木材について
Nl.‥PENTN らほ,含水率36%の トウヒ材を -23.3oCに冷却しても,16-28%の水分が液状で存











初め t｡(<OoC)から te(>OoC)まで加熱したときの熱量の差 q(cal)を計算する方法であっ
て,全含水率の中で氷の占める重量割合 i(%)は,i-(q一m(te-to))/m(80+0･5to) となり,
全含水率を u% とすると液状水分 ufl(%)紘, ufL-u(1-i)となる｡ ufLについて CUDINOV
は次式を与えている8)oa,b,C を常数,Tを温度 (oC)として,
ufL-12+a･bb(T'C) (%)
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水の状態で吸収されている,一方,脱着過程では,氷がなくなってから不凍水が脱着するOな
お,cotonの不凍水の最大含有率は -45oCのとき21.5%であり,rayonで,同じ温度で41%






異なる特性をもつことが発見され,後に pOlywaterとなづけられた州 O その性質は,通常水
に比して蒸気圧が低く,かなりの低温まで液状を保ち,氷結する際の膨脹量は通常水より小さ
く,500cc位まで安定であり,粘性は20倍ほど,比重は40%ほど通常水より大きい10)C,なお,








3. 熱 的 性 質
物質の熱膨張は,一般に,tim -0 (V:寸度,r:絶対温度,P:圧力)なる関係を
示す傾向を たどるが, 熱膨張曲線に折点が あらわれる ことがあり, その一次微分の不連続
点 から転移点が 決定 されるO セルロースについては W AHBA13), リグニンなどに ついては
GoRTNG12) らが,室温,あるいは 100oC前後に,それぞれ転移点があり,かつ,それが含水状
態とともに変化することを見出しており,さらに,KuBAT14)らはセルp-スや-ミセルp-ス
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図 7 (CuDINOV).
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大が存在するが, 周波数が低くなるとともに次第に低温側に移行して,上記,深田の測定値
に対応することとなる｡低温側にみられるこの分散を,深田はセルロース分子の回転振動によ
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図10 (深田).
図12は,断面 1cm2,スパン 24cm のマツ材片持梁の自由端に 1kgの荷重が与えられた状態
で温度を Ooから -20oCまで,くり返し変化したときの損み ∂を時間に対してプロッ トした
ものである32'が,クリー プ挙動に温度変化の影響は ほとんどみられないO 図13は米松につい
て,年輪走向角 450の方向に,比例限応力のi40%の圧縮負荷したときのクリープと回復の模
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図12 (LAWNICZAK).
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